









































公望篆額﹁琴臺東條先生碑﹂の碑文を撰している︵大正九︵一九二〇︶年九月︑碑文には下田にも触れている︶ ︒東條琴臺は︑下田の祖父にあたる儒学者で︑旧越後高田藩主︑榊原政令に聘せられ越後高田で十二年間を過ごしている︒こういった点からも︑鷗外と下田と 関係も認められて良いと思われる︒ ︵東京大学﹁鷗外文庫﹂には︑鷗外自筆の﹁榊原政岑事蹟﹂ ︑ ﹁古今史料
 高尾考﹂
などの書も残され 有名な高尾榊原事件 ついての鷗外の関心の高さもうかがえる︶ ︒
無論︑事実に基づくとされる新聞記事と︑小説とを同じ俎上で












































































として再び公の場に登場す ︵ ﹃実践女子学園一〇〇年史﹄ ︶ ︒




が和漢古今西洋の事情を知って時勢に通じる必要性から︑平素より読書に励み︑天皇が進講 受ける際には陪聴するべきであるとの意見が出されていた﹂との指摘もある︒ ︶ ︑また高官との人脈が培われたことも想像に難くない︒しかし︑それが学校創設へ向けての任官に直結するとは考え難いのではないだろうか︒
当時︑宮内卿の要職にあったのは︑参議でもある伊藤博文であ



























同様に規定したものであろう︒また︑ ﹁婦人書を読むは男夫と同じからず﹂とも述べているので︑おそらくここでいう学問も︑男子が学ぶ漢籍を主とするものでもないだろう︒修業年数の規定にも触れられてはいない︒曹大家が﹃礼記﹄の例を引いて︑男子が八歳から書を習い十五歳で大学に入るのにも拘わらず︑女子はこれを則とすることができないことを嘆 たことを ﹁吾が心を獲る﹂と述べるのは︑女子にもより高 教育の必要を感じていたにほかならないだろう︒








﹃下田歌子先生伝﹄ ︶ ︑ ﹁お嬢さんがたは割合少なく︑いつも
















徴的役割を担ったのは︑ 皇后美子妃であった︒明治十九 ︵一八八六︶年二月の皇后の華族女学校行啓では︑早くも下田が編纂した宮内省版﹃和文教科書﹄が生徒に下賜されている︒翌二十︵一八八七︶年三月の行啓でも同じく同書が下賜されている︒ 皇后は︑ 六 ︵一八七三︶年十一月 開成学校への行啓を皮切りに︑ 明治四 五︵一九一二︶年まで四十年間︑合計八十二回に及ぶ行啓を行っている︒このような教育機関への行啓を始めとする皇后の奨励方法は他に︑学校へ 賜金︑ 科書など 編纂・頒布などである︒明治八︵一八七五︶年女子師範学校︑同十 ︵一八七九︶年鹿児島女子師範学校へは御歌﹁まがかずば﹂の下賜︑同二十︵一八八七︶年華族女学校へは御歌﹁金剛石﹂ ﹁水は器﹂の下賜もなされている︒下田の﹃和文教科書﹄以外には︑皇后自ら西村茂樹に編纂させた﹃婦女鏡﹄ ︵明治二十・二十一年下
賜︶ や税所敦子の歌集 ﹃御垣の下草﹄ ︵明






の旅に出ており︑その旅行記を残している︒末尾に﹁昨日ばかりの事 やうに覚ゆるを︑旅衣重ね来し日数をかき数ふれば︑はやう既に四十四日が程にぞ成りぬる︒ ﹂と記し︑ ﹃四十四日の記﹄ ︵ ﹃香雪叢書
 
第一巻﹄ ︶と題される︒ ﹃枕草子﹄など古典文学の影響も












して知られている︒末尾近くに語られる岩村訪問は︑時の流れを痛感 つつも極めて感動的で﹁身の幸の忝けなさも思ひ知らる﹂ものであった︒しかしながら︑冒頭 記さ ︑この旅行を願い出た折の﹁各地の女学校などをも視ば︑かたへは公の御ためにもこそならめ︒ ﹂という土方久元︵旧土佐藩士︑第一次伊藤内閣 入閣以来︑宮中職 履歴が多い︶の言葉にも注目すべきではなかろうか︒つまり︑各地の女学校の視察という使命にも似た目的も重くあったと理解されるのである︒作品中に﹁明日より大阪兵庫の府県の︑女学校にものせんと︑かねておき れば﹂と書いているので︑当初よりこの視察目的で旅程が組まれていた可能性すらある︒
先に述べたように︑皇后の教育現場への行啓は甚だ多い︒皇后


























学校では︑教授する米国夫人たちの熱心さに感心し︑ ﹁彼の国の人は遠く人の国に渡りてだに︑道の為に斯くこそ心を尽くせ︒況んや畏こき官位を有ち︑国税よりする俸給 あきて︑その道にあたれる我等がつとめ︑豈︑軽々しくおもふべきかなど思へば︑背に汗出でゝ面さへ赤うなりけんかし︒ ﹂ と改めて襟を正してもいる︒
また下田は後年︵明治三十二・一八九九年︶ ︑実践女学校・及


















女子の束髪したるだにさらに見ざりしが︑こゝなるはみな束髪にて︑洋装したるも交じれり︵愛知女学校︶ ﹂ ︑ ﹁女子 ︑大むね束髪に袴着たり︒此の束髪は︑都下にては︑幼きはふり分髪のごと打ち垂れたる︑或は二つに三つに編みて下ぐる事にて 若しさらぬも︑編みたる末をあげて︑紐してくゝる事なるが︑こゝのは︑齢六つ七つばかりなるも︑みな大人のやうに束ねたれば︑ふと似合無くぞ見えし︵岐阜学校︶ ﹂ ︑ ﹁洋装した はまれにて 大方常の衣服に袴着たるなり︵京都高等女学校︶ ﹂ ︑ ﹁生徒 束髪 たるが多くて︑日本風に結び は稀れなれど︑大方尋常普通の風俗にて︑洋装したるも︑袴はき も少なし︵ 阪高等女学校︶ ﹂などである︒
後の明治四十一︵一九〇八︶年︑演題に立つ下田を活写した記




説ぶり︶ ﹂ ︶ ﹂と見えて このような髪型や所謂﹁海老茶式部﹂と称する女学生風俗を世に定着させるに至る下田ならで の着目点であろう︒
出発後まもなく下田は﹁女生徒は︑男子が十が なり︑名古屋
にてだに︑十が二ばかりには過ぎざりしかば︑況て理りにこそと



































石に嬉しき事なり﹂と素直に綴るが︑ ﹁惣じて此の地は︑はやより養蚕の業営む者少なからざりしが︑歳月に添へ ︑いとゞ多く成りぬと伝へ聞 しが︑げに桑苗 生ひたち他 すぐれたり︒︵中略︶輸出も年々に殖えて行くよし︑最と〳〵嬉しき事なり︒ ﹂と皇后の意思に添うような一文もある︒
先に掲げた︑皇后からの下賜の書物の中に︑小出粲の﹃みくる







その記録として︑範囲は限定されるだろうが︑当時の高官や宮中の人々 間で読まれる事があったのではあるま か 右 見てきたように︑ それも想定した下田の書きぶりとも受け取れる である︒
6
下田歌子の主家であった明治天皇妃皇后美子は︑ ﹁近代の皇后﹂
と言われる︒明治時代の幕開けとともに︑急速に近代的な国際化が進む日本を具現する一つ 象徴であったからである︒東京女子師範学校の開校 前にしての皇后 方針は︑ ﹁女子の学問は子供
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